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〇

本
道
に
於
け
る
難
解
一M一化事
業
の
中
民
間
經
管
に
用
す
る
事
業
は

昭
和
元
年
度
迄
は
北
海
道
地
方一a一に :一一一一て
補
動
し
そ
の
發
選
を
園
て

居
た
が
第
二
期
新
殖
計
劃
の
實
施
せ
ら
る
る
と
共
に
昭
和
二
年
度
よ

り
國
費
を
以
て
補
動
獎
動
さ
る
る
事
と
な
っ
た

。商
來
豫
算
の
開
係

上
計
割
そ
の
ま・・・・の
資
行
は
出
來
な
か
つ
た
が
其
の
成
績
は
9
f
-一一一計

割
以
上
の
好
果
を
收
め
て
來
た
の
で一F和五
年
の
新
・一一一 :」一一一迎ふる
に

常
り
そ
の
概
要
を
紹
介
し
て
含
員
諾一a・と其
の一特
一を
共
に
し
併
せ
て

今
後
お
互
に
斯
業
の
發
選
に
努
力
し
目
的
の
達
成
に
進
み
度
い
と
思

ふ

。
〇

解
化
事
業
奬
動
資
施
、以
來
昭
和
四
年
に
至
る
這
に
解
化
場
新
設
一一f

定
計
割
は
態
五
ク
所
三
千
一力
計

一m一五ヶ
所
九
百
万
粒
で
之
に
對
す
る

補
助
豫
算
は
三
万
四
千
五

i

自

国
で
あ
る
力
資
施
の
成
績
は
能
十
ク
所

四
千
五
百
万
粒
解
六
ク
所
千
八一口
万
粒
交
付
し
た
、補
助
金
は
二
万

六
千
百
二
十
七

［fで
あ
る

。次
に
解
化
場
の
改
造一藤
定
計
制
は
難
十

ヶ
所
三
千
万
粒
、補
助
豫
算
一一力一・a
千
回
で
あ
る
が
實
施
成
續
は一醒

十
四
ヶ
所

。八
千
百
五
十
万
粒
、能;・Lヶ
所
二
千
八
百
万
粒
で
交
付

補
助
金一万
四
千
六一自
三
十
八
'

，国
で
あ
る

。事
業
の
理
定
計
劃
は
鮭

二
値
粒
、館
一億
四
千
万

:一一一標卵
に
對
し
補
助
豫
算
四
万
〇
五
百
国

で
あ
る
が
資
施
成
績
はa
-
約
三
億
五
千
万
粒
、一解
約
一億
六
千
一力
粒

の
採
卵
で
交
付
補
動
金
は
四
万
一千
百
七
十
一五
国
で
あ
る
（（事
業
は

M
l:一和
二
'三一開
年
度
分

）

以
上
の
成
績
を
続
合
す
れ
ば
解
化
場
の
新
設
改
造
は
補
助
豫
算
の

約
八
二
%
を
以
て
深
定
計
劃
の一一一一一一一一生・の一一一一一一施
・一一～見、又
事
業
は
補

助
豫

一一一一より
六
百
七
十
五
国
を
条
計
に
交
付
し
た
が
豫
定
の一倍
半

ー
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a
用
一一
-l-
加
の
成
績
を
收
め
た
事
と
な
る

。

〇

前
述
の
如
き
成
横
を
收
め
て
は
ぉ
る
が
本
一a
一一一一一一
--
業
の
結
果
が
館
館
:

漁

一
獲
高
に
現
は
れ
て
來
-

（一一の
は
末

一．一二三
年
の
後
に
待
た
ね
ば
な
ら
な

い

。
然
し
獎
動
の
結
果
と
し
て
一一一W一に
一一学 :
-

-
-

:一得
る
も
の
は
第

一
に
解
化

場
の
新
設
'
擴
張

、
改
造
の
勃
興
を
來
し
た
こ
と
で
あ
る

。
地
方
投

補
助
時
代
に
は

一
ク
年
平
均
三
ヶ
所

一
ケ
所
平
均

一
千
六
百
万
粒
の

增
加
で
あ
つ
た
が
昭
和
二
年
度
以
降

一
ク
年
平
均
五
ヶ
所

一
ク
所
平

均
二
千

九
百
万
粒
の
增
加
に
路
進
し
て
ぉ
る

。第
二
に
は
補
動
率
の

增
加
と
補
助
方
法
の
改
書
に
依
て
地
方
費
時
代
に
は
百
万
粒
の
解
化

場
の
新
設
に
對
し
三
割

、
事
業
役
に
對
し
五
分
の
一
術
動
に
遇
一一一一一．一な
か

つ
た
も
の
が
一一一一費補
動
時
代
と
な
つ
て
一口-
万
粒
解
化
場
の
新
設
に
は

五
割

、
事
業
費
に
對
し

一
割
乃
至
二
割
の
補
助
に
增
加
し
た
の
で
從

來
よ
り
は
条
程
經
營
に
余

:a
…

・一一一生じ
た
の
で
あ
る

。第
三
に
は
事
業

の
取
締
監
管
の
、途
が
備
は
り
獎
働
と
指
導
監
管
と
が
平
行
し
て
事
業

内
容
の
充
資
と
効
率
の
增
進
と
を
來
し
た

。

〇

然
し
以
上
の
献
勢
を
以
て
安
心
す
る
事
は
禁
物
で
あ
つ
て
更
に
成

績
の
向
上
に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。近
時
各
種
産
業
の
發
展

に
件
ひ
水
質
の
一a- :
演
益
・一一烈
し
く
な
つ
て
來
た
し
流
渡
力
の
一一一 :
:

進
も

亦
著
し
く
な
つ
た
の
で
番
人
が
立
て
た
增
施
計
劃
を
改
訂
せ
ね
ば
な

ら
な
い
時
と
思
は
れ
る
し
同
時
に
各
種
の
審
殖
に
及
す

障
害
の
除
・;一

に
つ
と
め
な
け
れ
は
な
ら
な
い
と
思
ふ

。そ
れ
に
は
本
會
會
員
の
一

数
團
結
が
非
常
に
一班
い
背
最
と
な
つ
て
番
人
を
應
援
し
て
奥
れ
る
こ

と
と

，，
:一ふ
。年
の
始
に
常
て
ぉ
互
に
松

一的
努
力
．
す
る
事
を
統
-，
-

つ
て
お

く
o

本
邦
に
於
け
る

:

館
一解
服

一化
事
業
の
現
况

大

島

養

・

市

一離
一
解

類
は
食
用
魚
類
中

'
最
も
重
要
な
も
の
の
一
つ
で
あ
つ
て

、

魚
食
國
民
た
る
本
邦
人
が
、
日
常
の
食
品
と
し
て
廣
く
用
ひ
て
一〇
る

類
と
し
て
貴
重
し
て
一〇
る

。從
つ
て
全
-l-
界
に
於
け
る
錐
館
の
需
要

商
力

、
頗
る
多
額
に
上
る
で
あ
ら
ぅ
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い

。

往
時
態
a9
類
が
非
常
に
多
く
器
殖
し
て
一〇
た
事
は
'
種
々
な
事
-llf

に
徴
し
て
見
て
も
明
か
な
こ
と
で

、
我
-lla
の
例
に
つ
い
て
見
る
も
'

北
-fl-
這
の
石
-ll-
川
に
於
て
は

、背
は
錐
の
遡
上
す
る
-o

の
顧
る
多
く

、

例
年
産
卵
期
に
達
す
れ
ば

、
河
の
上
流
は
陸
で
理
れ

、
人
は
其
一一同
を

渡
つ
て
河
，「越
す
こ
と
が
出
來
'
又

:

平
一一一一一一一n一
と
一一一--dと
の
間
に
実
き
立

て
る
時
は

、容
易
に
倒
れ
な
か
つ
た
許
り
で
な
く

、産
卵
後
斃
死
し
た

態
が
山
積
し
て
河
の
流
れ
を
一m一一一き
止
め

、
爲
め
に
水
が
溢
れ
て
附
近

の
民
家
が
一
度
水
せ
ん
と
し
た
こ
と
さ
〈
，
あ
つ
た
と
の
こ
と
で
あ
る

。

事
の
一一一a一疑
は
更
も
角
と
し
て
'
常
時
一
難
一一一一一一一し
，
、河
・一一・一、湖一上
し
た
事

資
丈
け
は
想
像
し
得
ら
れ
る

。然
る
に
年
を
經
る
に
從
ひ
文
化
の
向

上
と
共
に
幾
多

の
自
然
的
並
に
人
爲
的
の
障
害
が
頻
發
し
'
殊
に
我

國
の
如
く
人
口
增
加
の
著
し
い
國
に
於
て
は
、
勢
ひ
9m
．一一一一一の
激
一一一 :を

來
し
'
遂
に
権
獲
の
難
に
陷
り
・

一一一 ::-一
り
其
産
額
が
漸
次
減
少
の
傾
向
を
辿
つ

た
事
は
普
く

-l-
人
の
知
る
鹿
で
あ
る

。此
一:P
資
は
nl-
界
何
れ
の
國
で

も
館
を
産
す
る
鹿
は
同
機
で
あ
る
が

、
我
國
に
於
て
最
も
甚
だ
し
い

様
で
あ
る
o

一測
:

々
陸
一
廳

（、遡
河
性

）の
漁
盤
は

，
親
布

一か
産
・
那
の
爲
め
河
川
に
遡

上
し
た
時

、
成
は
河
川
に
遡
上
せ
ん
と
し
て

、
河
口
附
近
に
接
近
し

た
時
に
行
・
」一も
の
で
あ
る
か
ら
'
他
の
違

一1」:魚
類
に
比
較
し
て

、
其

漁
獲
が
頗
る
容
易
で
あ
る

。
作
し
此
時
一m一は館
館
の
一一一一一
最
上
最
も
大

こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、歐
米
人
の
如
き
平
常
職
肉
を
多
・

，・、， :

用

一好
し
'

魚
類
を
条
り
好
ま
な
い
国
民
で
す
・r
f

、
;al-
配
丈
け
は
美
味
な
食
用
魚

切
な
時
で
あ
る
か
ら
'
適
営
な
保
護
を
加
〈
'

る
必
要
こ
そ
あ
れ
，
魚

の
來
游
す
る
に
ま
か
せ

、
思
ふ

が
・-
6

・
、一に
補
班
せ
ば

、
減
少
す
る
の

は
率
ろ
一常
i

然
な
現
象
と
一'X
は
ね
ば
な
ら
な
い
o

艦
盤
に
次
い
で
難
館
の
産
額
を
減
少
せ
し
め
る
原
因
は
'
山
林
の

荒
廢
で
あ
つ
て
'
昔
山
林
の
保
護
制
度
の
よ
く
行
は
a
た
時
代
は

、

樹
木
の
伐
標
せ
ら
る
る
こ
と
少
く

、
從
つ
て
出
水
の
基
ひ
が
一指
ん
と

な
か
つ
た
が
'
世
の
進
む
に
從
つ
て
艦
一一一一が
盛
ん
と
な
り
-

水
源
の

一一
塑
一一一を
失
ひ
、
從
つ
て
決
水
か
頻
-

と
し
て
超
り
'
土
砂
を
流
し
て

河
容
を
變
じ
'
:

確
總
の
産
期
一場
を
荒
し
'
又
流
木
が
直
接
卵
兒
に
損

害
を
典
へ
る
等
の
こ
と
が
多
く
な
つ
た

。又
近
時
水
力
發
電
一…一一業が

各
所
に
勃
興
し
'
其
他
各
種
號
-!-
業

、
工
業
等
が
盛
ん
と
な
り

、
角

適
は
、遊
断
さ
れ

、
有
害
物
質
を
含
む
悪
水
は
排
出
r
-一-;
れ

、
た
め
に
往

時
多
大
の
漁
波
を
見
た
地
方
で

^一一-H
全
く
應
漁
に
一師
し
た
實
例
か

少
く
な
い

。

之
れ
が
對
應
策
と
し
て
は

、一一f
く
か
ら
一大
然
器
殖
保
護
の
施
設
が
な

さ
れ

、既
に
新
潟
縣
三
面
川
に
於
て
は
文
化
五
年
に
'
河
身
の
一
流
で

あ
つ
た
も
の
を

、三
一流
と
し
二
流
を
能
種
川
と
し
て
産
卵
を
保
護
し

、

一
流
を
統
水
に
充
て
て
一
面
出
水
の
場
合
の
治
水
策
を
識
じ
た

。又

北
海
適
に
於
て
も
記
餘
に

残
つ
て

一一-bる
も
の
に
依

れ
ば
、
石
狩
に
焼

電
し
た
荒
井
金
動
な
る
者
安
攻
年
開
に
幕
命
を
一一本一・
じ
て

、一
量
平

、
發

寒
の
一m
川
に
於
て
親
魚
の
一一一m
渡
を
監
一e一せ
し
め
'
後
天
然
解
化
を
保

護
す
る
等
の
方
法
・一一一一一構
一じ
た
が
所
期
の
効
果
を
舉
け
る
こ
と
の
因
難



で
あ
る
こ
と
を
知
り
'
明
治
十
年
明
か
ら
米
國
に
範
を
取
り
積
極
的

に
鮭
館
の
人
工
解
化

一一流を
す
る
様
に
な
り
、
漸
次
斯
業
が
盛
ん
と

な
り
'
陸
解
・一一一一一一一一一す
る
地
方
は
何
れ
も
解
化
場
を
開
設
す
る
様
に
な

つ
た

。越
9
て
大
正
十
五
年
度
か
ら
は
'
農
:一M
省
に
於
て
年
々
約
二

十
万
国
の
國
費
を
支
出
し
て
'
陸
館
の
人
T一解
化

一一一一一-に
親
角
一一一一一一一成
事

業
の
獎

一回
を
な
し
、
斯
…

業

一の
回
滿
な
發
展
を
計
つ
て

、
陸
館
の
数
量

を
現
般
に
維
持
す
る
許
り
で
な
く

、
進
ん
で
其
增
加
を
期
し
'
國
民

に
保
健
的
集
養
食
品
の
供
給
を
容
易
に
せ
ん
と
企
一
間
し
て
一〇
る

。全

く
鮭
韓
審
期
の
前
途
に

一
大
光
明
を
興
〈
，

た
も
の
と
一一L一、は
ね
ば
な
ら

な
い

。
本
獎
動
の
資
施
直
前
で
あ
る
大
正
十
四
年
度
の
我
國
本

洲

（北
海

適
の
能
韓
解
化

:

放
流
事
業
の
現
況
は
本

一n一報
第

一
號
に
記
玻
し
あ
れ

ば
之
れ
を
除
く

）
に
於
け
る
離
a3
類
解
化
放
流
事
業
の
概
要
を
見
る

に

、
迎
河
性

:一一講
に
於
て
は
'
解
化
場
數
公
管
二
一
、
私
管
四
〇
、

計
六

一
ケ

所

。收
容
卵
数
は
公
管

一
三
'七
四
三
、四
二
〇
粒

、
私
管

一
二
'七
七
六

、二
五
五
粒

、
計
二
六
'五

一
九
、六
七
五
粒
に
し
て
、

解
化
放
流
尾
数
は
公
番

一
一
、八
一
五

、四
五
〇
尾
'

私
管

一
一
、;・L

八
二
、
六
八
九
尾
'
計
二
三
'七
九
八

、一
三
;lL
尾
で
あ
つ
た

。内
水

面
解
族
の
解
化
放
流
事
業
（館
、
姫
館
'虹
'

館
'河
館

）
に
於
て
は
'
解

化
場
数
は
''
公
管
四
三
'
私
管
二
〇
'
計
六
十

三
ヶ
所
收
容
卵
敷
は

公
番
七
'八
〇
〇

パ
五

一粒
'
私
營
四

、六
七
〇
'〇
〇
〇
粒
'
計

一

二
、四
七
〇
、八
五

一一一一一--，．-一送
し
、其
解
化
放
流
尾
数
は

、
公
營
四

、四

二
四
七
'
四
〇
三
粒

、 :
政
流
尾
数
六
九
'〇
〇
八

、一
八
三
尾
に
選
し

た

。而し
て
昭
和
三
年
度
に
於
け
る
獎
動
金
交
付
細
及
事
業
成
誠
は
左

の
如
〈
で
あ
る
o一一一一

、/
、一
一一n
．一一一．一一

一
0

、・一一一
一一一一
、一一一一一一一

一一一、'一ハ一，-一

放
流

・1--数
用

一一一
、:ll-
0

、一一一一一0

一0
、一高
、一一一一一一

一一一
、ル大
，、、・一一一一一

E

一一一一一一四
、一-

一一一
・一一、一ハ、一・一一（）

一一、0一一一一、00
0

一一
、一一0
・一一
、・一，-
r
．一

一四一一，、00
0

e

、一一一・一一、oo
o

一
、一一一一六
、一-
（

一一一、・一ハ'一画
、一一一一一一
一
、ル四
一一・一一一一一一一

一、（一ル
、一00
g
0

、0
0
J

）

一一・一一一一一
、0
0
0

一、'--
C

）・一一、一一一0
0

一一一
、0
生
、0
量

E
ハ
ー

一
、一一一--
0

一、一一（）-一

lla

九
五
、六
一五
九
尼
'
私
登
二
、八
二
六
'七
〇
〇
尾
'

計
七
'
三
二
二
'

三
f-
九
尾
で
あ
つ
た

。

通
河
性
離
聽
類
及
び
内
水
面
解
族
の
總

装
容

卵
教
は
三
八

、-ル
・
f
-

〇

、

五
二
六
粒
で

、
其
放
流
尾
数
は
三
一
、一
二
〇
'四
一ル・L八
尾
に
達
し
て

-b
た

。

大
正
十
五
年
度
一
農
林
省
の
態
館
增
施
獎
勵
事
業
が
資
施
せ
ら
、れ

る
や

一姓一随
一の
人
工
解
化
放
流
に
適
す
る
各
府
縣
は
率
つ
て
補
助
の
中
請
を

な
し
'
今
一造
内
容
の
一資
一一物
な
私
番
で
あ
つ
た
解
化
場
は
こ
れ
を
縣
營

に
移
し
て
設
備
を
完
全
に
し

、
按
術

の
向
上
を
計
l～

）、又
通
営
な
土

地
を
選
定
し
て
解
化
場
を
新
設
す
る
等
實
に
目
ま
く
る
し
い
發
:

腿
を

し
た

。
理
在
で
は
本
州
に
於
て

:

n一一随一を
産
す
る
一一一一一一一一一一-f縣は
始
ん
ど
全
部

農
:

-

M
省
S
一一実
用
金
を
受
け
て

、
斯
業
の
發
展
に
努
力
し
て
一〇
る

。

初
年
度
一一一一ち
大
正
十
五
年
度
に
於
て
は
青
森
縣
外
十
五
府
縣
及
び
北

海
適
の
八
組
合
に
對
し
て

、
計
二
〇
七
'五
〇
〇
国
一…一般一一間
金
を
交

付
し
た

。;・-解
化
場
数
は
北
海
適
を
除
き
九
一
ヶ
所
で
事
業
成
績
は

總
收
容
卵
教

一
〇

一
、一
四
七
'一-
・一六
二
粒
，

放
流
尾
数
八
三
'1::一五

七
、六
〇
一 :
尾
に
達
し
た

。即
ち
收
容
卵
数
に
於
て
は
、獎
動
前

の
大

正
十
四
年
-lf
に
比
し
、
二
倍
五
分
以
上
に
選
し
、
放
流
尾
数
に
於
て

二
倍
六
分
以
上
に
選
し
て
一〇
る

。

獎
勘
第
二
年
目
即
ち
昭
和
二
年
度
に
於
て
は
青
森
外
十
八
府
縣
'
二

水
産
會
'
二
組
合
に
對
し

前
年
同
様
二
〇
七
'五
〇
〇
圓
の
獎
勵
金

を
交
付
し
た
其
解
化
場
數
は

一〇
八
ヶ
所
で

、
總
收
容
卵
数
八
三
'

t

一
、8
一

ー、一、
表1! i :

一
、一空

一
l i

三
0
-

一一一
i

基
、七
ル
0
一

一一
、0
0
・一一
、さ
0

（0一、000一
一一． l一一一、'00
0

n
一0
0

、8
0

n
C
-t--
一0
0
一 i

一=一0
、0
0
0

，一一一
、、さ

一
、9a

（、、き

一三

一、f一一n一
一一一
．、一登
一

一一四
一一一
、一美一a・一一、一一一一一一

二
0

、雙

一 :

一0
、一
8
一

一一、一一合

一

〈
n

、一一一一ル
一一、一一一一i-
．

．一一一0
一一一一0
、一・一
，

一

備
考

右
表
中
一一一一一 ::使
一一一一及
東
・一 :-一一一一の收
容
-lln
股
と
放
流

・-数
は
来
:
l

，其

報
告
に
接
し
な
ぃ
f
め

、
計
翻
の
数
量
・一一一一記
-9
し
て
置
い

f
o

右
は
凡
て
公
有
水
面
に
於
け
る
鮭
姆
類
の
人
工
解
化
放
流
事
業
に
つ

い
て
で
あ
る
が

、
此
外
種
卵
自
然
の
目
的
を
確
保
す
る
た
め

、
解
化

兒
の
一
部
・一一一一一同育
池
に
收
容
し
'
親
魚
の
養
成
に
努
め
て
一〇
一o
府
縣

が
数
個
所
あ
る

。
其
一一一M
種
は
一土
と
し
て
米
國
産
-一節
一一一・〈
-r［
節
又
び
河
館
で
あ

る
J

こ
の
種
卵
は
放
流
用
の
分
と
共
に
年
々
米
一一一一にそ
の
供
給
を
仰

い
で

‘
-l

）る
。大
正
十

五
年
度
以
降
昭
和
三
年
度

，追
に
米
國
か
ら
移
殖

し
た
館
-llP
．

は
'
虹
館

一
、二
七
一-:一万
粒
、
河
館
二
'九

一
〇
万
粒

、
計

四
'一
八
五
万
粒
に
達
し
-

其
内
池
中
養
施
用
と
し
て
-E
育
池
に
止
め

ら
れ
て
一0
る
も
の
は

。m1
' :

和
三
年
度
末
理
在
で
總

数
百
万
尾
以
上
に



達
し
て
‘-
l

）る
。而
し
て
現
在
識
魚
の
養
成
を
な
しっ
-・あ
る
・

「・一な
る

養
成
場
及
び
其
四

:一和
三
年
度
末
現
在
の
養
成
一一一一一数
は
左
の
通
1
-

）であ

る
o

幅
名

養
成
場
名

a一報及一一一，齢

発
成
J
t
-
数

長
野
縣

明
科
装
魚
場

i
-

lu;
l
l
l
9
、河一部
其
他

一1
三
オ

虹
節
二
1
八
オ

虹一
部
、河
-
ln
一，1三
オ

一 j-
-
l
S
、河
-
l
S

二
1
四
オ

虹
．l
l
l
-
、河
館
一 :一一，他

一-一 :一オ

一0
、00
0

一一一一、一一一一一一-
-
M

i一一一一、，、一一一一
一一一一一一、一一一/
、

一四一、一言

六

器
、河
、持
益

l

l
'-/
．

一i--
l
3
、河
節

ニ
オ 一一一一一ハ、一9-一
一・一一、00
0

愛
知
幅

矢
作
川
、理
川
解
化
場

虹
-
f
、河
節
其
他

空
、一一a0

及
入
鹿
-
=
-
l

一-
三
オ

一一一一'

右
の
内
成
一一領
最
も
顯
著
な
も
の
は
、青
森

、長
野
の
二
．縣
で
昭
和

三
年
度
に
於
て
青
森
縣
で
は
約
百
五
十
一方
粒
を
採
卵
し
、内
約
・

八
十

万
拉
を
他
府
縣
に
配
給
し
'長
野
縣
で
は
約
一目
万
粒
を
採
卵
し
た

。

以
上
の
如
く
水
産
增
一烟
獎
勵
に
使
つ
て
雖
館
類
の
解
化
放
流
並
に

親
角
養
成
事
業
が
益
々
進
展
しっ・・・一あ
る
こ
と
は
、斯
界
の
爲
め
に

慶
賀
に一M
l

，aな
い
こ
と
で
あ
る

。

鮭
の
生
殖
期
間
一絶
食
に
據
る
理
化
學
的
の
特
徴

北

整
帯
國
大
一a-一水
産
專
門
部
教
投
理
準
博

i

，
-

l
'

藤
田
經
信

左
の一一高
一一' :
-

-
-
囲
黑
龍
-
l
-
に
産
す
る
（-一一M lii一日
本
産
と
同
細

）に
就
、一一一'-一ぺ
、yテ
fッ
フ
数
投
外
二
名
の
研
究
報
告
の
妙
難
で
浦
期
の
太
平
津
水
産

研
究
所
-
り
一班
f
行
す
る
雄
k

．
-一に
-
9
載
・一一れ
f・-
の

（あるo
同
組
の
-
-

（もあ
リ
我
水
j
l
l
M
業
に
-
押
益
す
る
處
が
多
い一一．-一る
う
と
思
つ
て一a-
l
-
‘に

摘
一H
す
る
-一と
、し」一一
．．
o

（ ）中府
大
の
試
驗
魚
の
標
準
を
其
の
体
長
と
体
重
と
に
置
い
て一と
す
る
も
の
を
も
含
ん
で一
〇
た

。其
の
平
均
大
一n一 :一一明
尾
を
去
つ
た
標

海
…一一-・
か
ら
産
卵
場
・

ま
で
f
二
百
粁
間
に
八
同
と
産
卵
場
に
て
四
国
の

準
大
の
も
の
に
對
照
し
て
次
の
如
く
魚
体
の
各
部
に
現
は
れ
た
結
果

採
集
を
行
つ
た

。其
の
時
の
魚
の一
情
態
は
種
々
あ
っ
て
將
に
死
せ
ん

を
得
た

。

t
-一一
^
-一一の
時

i:一、一一一ハー一一
S一、一一一9

:

i

一、一'一
i

一
、ル一一
S
-一、一一一一一
E一、一重

斃
'
死
の
時

3一、一一倍
S一、四f一

健
一一0一の時
出
一、一a借
的
一、一一一一

l
十・一一、一一一一
:一一一、o一ハ一a一E一，9a，的一、一一一一一一
鍵
死
の
時

的
一、0一倍
3一、一・一一

備
考

E
は
增
加
、一一一-
-
滅
少
o
生一一一器のa一一一演一一 :一遼
〈
河
川
溯
上
し

f
後
に
現
は
れ
、雄
は
海
…

0
-
-・一一一一・一一一る四
〇
七一計の
度
に
て
-
-一一一-lt

加
し
て・e

「:o

〇
筋
肉
組
織
の
化
融
S・

分
析
は
湖
一上
の
途
次
よ
り
死
亡
す
る
造
の

間
に
左
の
整
化
を
示
す

。

一解溯上a
水
分
実
、
・一 lt一

画
形
物
f一一一、一一一一一 i一

脂
肪
a

、一一
一一一一自質
'一一、0・一一

灰
分
一、0ハ

f
死
の
時

」湖上

手
死
の
時
%

経
-

合
、六一一一

一四
、一一一一一国、0四 一a
、三一

0

、一一 i一、一一（0
、一．一一
一一一 :

、一一一一一'一0
、」ハ一一一一一、ル六

o

、ハa一、o．一一o・一一一一一

（3
）
筋
肉
組
織
中
の
脂
肪
分一の演少は
水
温
一一の低下に平

行
し
平
均
-
〉
F
1
l
，
．
3
l
〉
t

で
あ
る
o

（

（

・

）
（4各
採
集
場
よ
り
の
標
本
の
体
重
と
分
析
と
を
考
慮
し
て一平
均

標
準
大
の
角
か
-
l
f
-
よ
り
産
卵
場
即
ち一'二
〇
〇
-
f
f
の
距
離
間
に
装

失
す
る
体
質
分
量
は
次
の
通
り
で
あ
る

。

（5
）
脂
肪
のェ
ナ
ー
ジ
1
消
耗
率
は
蛋
白
質
の
同
率
に
對
し
て
初

は
增
加
す
る
も
後
に
は
減
少
す
る

。

9
i
l
l
-
岸
よ
り一、二
〇
〇
-
F
f
間
の
距
離
に
於
て
距
離
一n-
に
對

し
角
の
生
重
量一一一一一の
要
失
す
る
小
カ
ロ
リ
1
量
は
雄
に
て
は
五
〇

五
、l
E
に
て
は
五
七;

・Lで
あ
る

。然
し
各
標
集
場
所
間
に
於
け
る
此

の
要
失
を一一一，・均
す
れ
ば
雄
に
て
は
六
三
八
'難
に
て
は
六
九
五
と
な

る

。エナ
ー
ジ
ー
要
失
の
最
多
量
は一一一一一滞
に
は
滅
少
す
る

。

（7
）魚の
速
力
は
水
速
に
一反
比
す
、相
方
共
に
其
0

）速度
は
二
四

時
間
に
平
均
一一五
-
F
f
で
あ
つ
た

。

（8
）河・一一一一湖上
す
る
に
つ
き
日
々
要
す
る一」一ナ
ー
ジ
ー
は
魚
の
生

重
量一;
E
f
に
つ・0
-一
平
均
雄
は
二
五
八一〇
ヵ
ロ
リ
ー
'難
は
二
八
三

;・L〇
ヵ
ロ
リ
ー
で
あ
る
o

〇
標
識
魚
に
よ
れ
ば
:一一W中
の
回
游
は
河
中
と
同
じ
く
水
流
に
逆

行
し
殊
に
水
温
の
上
昇
と
共
に
著
し
く
な
る

。一日
四
四
、五
粁
を
流
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る
・
、一翻
流
に
一一一一ひて
七
〇
一一-
を
游
:

体

し
紹
食
し
っ一・・・・
三
四

、一・一:一日
を

繼
績
す
る

。斯
く
生
殖
回
游
は
一・一・一--に
潮
流
に
よ
り
支
持
せ
ら
れ
て
河

口
に
達
す
る
o

（ o
）
河
中
に
於
け
る
毎
二
四
時
の
蛋
自
質
の
平
均
要
失
量
は
已
に

要
失
し
た
残
余
で
あ
つ
て
雄
に
て
は
其
の
一
、七
三
四
-%-

、難
に
て
は

一
、三
八
五
%
で
あ
る

。

（
，，）乾
操
無
脂
肪
の
筋
肉
組
繊
中
の
炭
素
及
び
9
--・
'

素
の
含
:

重

の
海

よ
り
河
中
に
入
り
死
亡
-
る
時

滅
・

-一一・一一す
る

。一一一…一f自
質
は
ヶ
ィ
ダ

ー
ル

に
よ
れ
ば
雄
に
て
は

一
、（
）-;lL
%
よ
り
四

、六
三
%
に
雌

、に
て
は

一
、

二
一
%
よ
り
四

、〇
二
%
に
增
加
し
て
一〇
る
o

（
，
2

）
海
よ
り
-
七
0
粁
湖
れ
ば
一一一一ー一一一一・re
れ
た
ェ
ナ
ー
ジ
ー
の
三
分

、
l・

の
一は
淌
耗
一一一一--;れ
て
蛋
自
質
は
階
肪
と
の
開
係
上
:
l
:一一一'た
し
・一一一一、變
化
を

生
ず
る

。此
の
變
化
は
吸
收
国
子
即
ち
乾
操
内
の
一
瓦
が
-

セ

リ
ン

青
の
〇
'一
%
水
溶
液
五
〇
立
方
糎
か
ら
吸
收
す
る
其
の
一
耗

一一Miの

增
加
に
よ
つ
て
決
定

一一一---れ
る

。

（-3
）脂
一一m・一一一一合
む
乾
操
筋
内
組
織
の

吸
收
能
力
即
ち

吸
收
因
子
Am
は

此
の
細
織
中
の
脂
一一M一一の減少
、水
分
w
の
增
加
と
共
に
增
す
F
u
l w:
〉

一n

（ 4
）魚
の

一一一一一取の
程
度
に
よ
り
腦
肪
の
一次
度
数
は
增
加
し
鹹
化
數

は
減
・一一一す
る
o

（ s
）一一一n
自
質
及
び
階
肪
の
變
化
す
る
程
度
は
保
存
さ
れ
た
ェ
ナ
I

ジ
ー
の
r

，
l「-費と
直
接
相
開
聯
す
る

。

講

義

鮭

鱒

講

話

半

田

-一一n一
男

一
一要
廳

の
理
遊
と
回
歸
性

一 '

後
の
消
息
は
親
と
成
る

一表
は
親
と
成
る

一
寸
前
の
時
代
迄
は
先
づ

解
化
場
か
ら
放
流
さ
れ
た

:

一一講
の
---F-
魚
で
も
天
然
解
化
に

:一一一一て
出

解
て
居
な
い
と
言
ふ

て
よ
い

。鮮
大
館
に
於
て
は
本
道
の
沿
海
を

一

-rこ
稚
魚
で
も
何
れ
に
し
て
も
産
ま
れ
た
河
を
下
つ
て
海
に
出
て
か
ら

'

周
す
る
と
--

、一は
る
る
資
料
は
あ
る
が
之
と
て
も
未
だ
確
か
で
あ
る
と

斷
言
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
o

北
米
に
於
て
は
河
口
に
近
い
所
の
海

船
一一
、一間
、入
江
等
に

一
生
一源
接
息
し
て
ぉ
る
と
言
・
」一が
之
も
斯
る
場
所

で
産
卵
期
以
外

の
時
期
に
漁
担
re
る
事
か
ら
推
定
し
た
に
過
ぎ
な
い

本
道
の
一一一海に
於
て
も
膽
振

、
日

高
'
十
勝

、
釧
路

、
根
室

、
北
見

の
諸
國
の
沖
合
で
四
月
か
ら
七
月
一9一に
か
け
て
大
助

、
ラ
シ

ヤ

マ

ス

時
不
知
等
と
稱
せ
ら
れ
て
一a
購
の
．漁
控
を
見
る
し
渡
島
方
面
で
は
寒

田
と
稱
せ
ら
れ
て
寒
中
に
韓
が
流
れ
る

。と
言
・一」一一て
北
海
道
の
能
解

は
此
地
方
を
樓
息
場
所
と
す
る
と
は
斷
せ
ら
れ
な
い

。 :

此
頃
此
場
所

で
漁
れ
る
と
言
ふ
に
止
ま
る
o

或
は

「度
此
頃
は
此
地
方
が
-lla
の
、通

路
所
調
魚
這
に
常
る
と
こ
ろ
か
-o

知
れ
な
い

。一一一一一一に
角
一M
i
-

一
聽
の
樓
息

場
所
は
使
然
と
し
て
謎
で
あ
る

。器
施
保
護
上
か
ら
見
て
も
又
漁
業

の
發
展
を
期
す
る
見
地
か
ら
し
て
も
之
を
判
明
せ
し
一一 :一る
事
が
必
要

で
あ
る

。水
産
試
驗
場
に
於
け
る
重
要
水
族
の
調
査
事
業
が
進
む
と

さ
は
何
れ
こ
れ
も
明
か
に
な
る
事
と
思
ふ
が
今
の
と
こ

一（ :一己
む
を
得

な
い
o

然
し
近
'

項
行
は
る
る
標
一識
を
魚
に
附
し
て
放
流
す
る
試
驗
の
結
果

は
從
來
書
人
が
考
へ
て
居
た
と
こ
ろ
と
一消
力

異
る
も
の
あ
る
を
知
ら

し
め
た

。本
誌
第
三
號
所
載
の
標
津
解
化
場
放
流

:

離
一一一一一一一一一一は一一一年
乃

至
六
年
後
に
根
室
一一一図
後
方
而
を
中
心
と
し
て
北
見
:一一一岸-か
ら
日
本
海

に
出
て
は
各
ル器
岸
で
漁
れ
違
く
は
新
潟
縣
に
及
ん
で
ぉ
る

。
大
平
洋

方
面
で
は
集
外
少
く
廣
尾
で
漁
れ
て
ぉ
る
の
み
で
あ
る

。又
水
産
試

驗
場
に
於
け
る
標
識
放
流
の
結
果
は
落
石
沖
で
放
流
し
た
も
の
は
擇

捉
國
後
か
ら
連
く
ヵ
ム

チ
ャ
ッ
力

で
漁
れ
た

。又
北
見
一一:-で放
流
し

た
も
の
は
・

兩
下
し
て
'1
・一一一一 :方
面
で
漁
れ
た

。朝
一解i
で
放
流
し
た
館
は

ニ
ヶ
月
後
に
力

ム

チ
ャ
ッ
力

で
漁
れ
た
と
聞
い
て
ぉ
る

。前
記
標
津

放
流
の
も
の
の
漁
渡
率
は

一一%
一-a
上
の
好
成
績
で
ぁ
る
が
後
者
は
そ

の
%
は
非
常
に
少
く
偶
々
發
見
さ
れ
た
も
の
が
報
告
さ
れ
た
と
も
考

へ
ら
る
る

。何
れ
に
し
て
も--
標
識
は
放
流
常
時
の
も
の
で
あ
る
と
し

た
な
ら
ば

:

一一講
一一-
理
遊
と
国
歸
性
と
の
開
係
は
從
來
よ
り
も
余
總
:
'

異

っ
て
考（
-

ね
ば
な
ら
な
い

。
殊
に
解
化
事
業
關
係
者

は
成
は
こ
-
に

遼
か
生
ず
る
の
か
も
知
れ
な
い

。現
に
過
日
成
民
間
解
化
場
0

）人が

訪
ね
て
來
て
日
く

「放
流
し
た
所
へ
多
く
歸
つ
て
來
な
い
と
し
た
な

ら
は
解
化
事
業
を
-a
す
こ
と
は
他
人
の
-1lS
に
泰
仕
す
る
様
な
も
の
で

ッ
マ

ラ
な
い
感
が
す
る

」と
。見
機
に
依
て
は
無
理
も
な
い
意
見
で
あ

．

ろ
う

。然
し
一一一…化
事
業
を
獎
動
補
助
す
る
國
と
し
て
は
甲
の
河
川
で

:

政
流
し
た
も
の
か
乙
西
其
の
他
の
河
川
へ
拆
上
し
或
は
沿
岸
で
漁
れ

た
と
し
て
も
大

:一一一から
見
て
は
何
で
も
な
い
わ
け
で
あ
る

。
解
化
事

業
は
公
一
益
事
業
で
あ
る
と
，一一一一一，一根本
観
念
を
確
-り
と
持
つ
て
ぉ
れ
ば

他
人
へ
の
率
仕
大
に
可
な

，
-;-
で
あ
る

。唯
本
邦
以
外
の
地
方
で
漁
れ

る
と

:

-

一一一ふ
事
に
な
れ
ば

画
と
し
て
は
損
で
あ
る
が
こ
、れ

も
外
國
で
陸

館
を
漁
る
一確
利
を
も
っ
て
ぉ
る
我
国
民
と
す
れ
ば
或
程
度
這
は
我
一慢

出
來
る
と
E
:一ふ
。
自
分
と
し
て
は
以
上
の
點
に
就
て
は
大
し
た
開
題

と
し
な
い
が
前
述
の
例
が
も
し
事
資
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
從
來
信

じ
ら
れ
て
お
る
国
歸
識
-
産
れ
た
河
〈
，

大
部
分
一師
る
と
言
・・
．
・一読
-
そ

九
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れ
は
た
と
ひ
假
識
で
あ
つ
て
も
之
に
依
て
解
化
事
業
の
効
果
を
読
明

す
る
に
国
る
か
と
思
ふ

。例
へ
ば
石
狩
川
に
於
け
る
後
期
一一～一上
離
の

增
加
し
た
事
や

北
見
一一関
頼
別
川
支
流
ウ
ソ
タ
ン

ナ
ィ

川
の
能
同
歸
数

の
增
加
し
た
一:一』
や

或
は
支

:一一一一湖
に
於
け
る
放
流
河
川
に
多
数
の
姫
難

が
同
歸-
し
た
一…一・其の
他
各
解
化
場
の
観
無
は
事
業
實
施
後
數
年
に
し

て
放
流
河
川
或
は
養
魚
池
排
水
〈-

端
一一一一一一し
て
來
た
事
實
等
は
言
は
一一、一

偶
然
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

由
來
-al-
館
の
回
歸
性
の
識
明
は
い
ろ

く
ぁ
る
が
今
目

準
識
と
し

て
何
人
も

一H
肯
す
る
こ
と
出
來
る
定
読
は
な
い

。
普
は
放
流
河
川
の

河
口
を
中
心
と
し
三
十
理
の
一一一一・經
の
3一間
内
一一一
回
一師
す
る
な
ど
と
可
な

り
念
の
入
た
一一
望
一一一が
唱

、，ら
れ
る
か
と
思
へ
ば
几
て
本
能
に
依
て
囘

歸
す
る
と
魚
の
考
に
委
し
た
一新一一明
で
片
付
け
ゃ
う
と
し
た
り

。或
は

放
流
河
r-
に
近
い
適
地
に
樓
息
し
て
居
て
産
卵
期
に
は
も
と
の
河
へ

歸
る
な
ど
と
都
合
の
よ
い
識
明
を
な
す
も
の
も
あ
つ
た

。近
來
は
水

素
イ

オ
ン

識
と
か
内
分
一一一一一一一読
と
か
餘
程
六
・一一一一一一く理
意
'本

ク

な
つ
て

進
」一一・の
跡
は
歴
然
た
る
も
の
あ
る
が
要
す
る
に
未
だ
解
ら
な
い
と
言

ふ
事
に
歸
す
る

。斯
く
回
歸
性
の
識
明
は
充
も
角
と
し
て
回
歸
の
事

資
は
列
-a
に
認
め
ら
る
る

。已
に
述
へ
た
例
は
勿
論
で
あ
る
が
其
の

他
標
識
放
流
に

:

使
て
稚
無
數
の
九
十
-l-
%
は
一師
つ
た
と
言
ふ
の
ゃ
紅

館
確
魚
の
四
%
が
回
一師
し
た
と
言
，J-
一M

資
を
報
告
す
る
も
の
も
あ
る

故
に
前
に
紹
介
し
た
新
ら
し
い
事
實
と
し
て
示
す
標
識
放
流
の
結
果

を
以
て
從
來
の
移
動
の
一一一況と
回
歸
読
と
一一癌一す
こ
と
は
一M-・
計
で
あ

趣

味

〇

る

。殊
に
風

'
湖

、
水
温
其
の
他
の
外
因
に
よ
つ
て
魚
適
の
變
化
を

誘
数
す
る
こ
と
は
明
で
あ
り
又
標
識
の
方
法
如
何
に
よ
つ
て
は
数
年

後
に
於
て
---
の
標
識
魚
な
り
ゃ

一一一や
を
一疑
は
し
む
る
事
も
あ
る
か
ら

尚
更
慣
重
に
究
め
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る

。

假
に
今
後
調
査
一一-究
の
結
果
從
來
の
理
遊
献
態
と
同
歸
識
と
異
る

装
E

に
到
選
し
た
と
す
る
も
從
來
の
解
化
事
業
は
決
し
て
無
歡
や

徒

勞
で
な
い

。
ま
'
だ
斯
く
决
定
r
t一;一，（一一・・・・一
場
合
に
は
國
家
は
一w一一一來
更
に
合

理
的
な
事

一一一一一と
し
て
そ
の
達
成
に
つ
と
め
る
で
あ
ろ
う
或
は
解
化
事

業
の
國
際
化
と
言
ふ
方
-

面
に
進
展
す
る
と
思
ふ

。

要
は
理
在
の

一一一Mi・-
， 一一・一の
新
ら
し
い
事
資
に
よ
つ
て
迷
は
さ
れ
・一一一，
解
化

放
流
の
効
果
を
確
信
し
て
斯
適
に
精
進
さ
一一 :一一・・・一
事
が
最
も
必
要
で
あ

る
と
中
し
上
:一一ノ
度
い
o

日
方
四
貢
五
百
匁
の
大
:

鮭

降
年

九
月
三
日

、長
さ
三
尺
四
寸

、
用
周
二
一一八二
寸

、
目
方
四
直

五
百
/姐
と

i-

大
ふ

陸
か
術
れ
た、
但
し
之
れ
は

i l
タ ' l
で
の
話

プ l 1

水

界

漫

筆

標

識

確
'

受

難

記

海

原

急
に
自
い
組
で
-9
は
れ
た
と
思
s
た
時
は
も
う
一一一一一は
大
勢
の
仲
開

と
共
に
上
に
な
り
下
に
な
り
し
て
水
か
ら
離
れ
て
居
た

。
苦
し
い
な

ん
て
一一一一一一一一，，る
間
も
な
か
つ
た
よ
o

そ
の
中
ま
た
水
の
中
に
戻
つ
た
o

ャ
レ

く
と
:

一a :
い
で
見
た
が
馬
鹿
に
狭
書
し
い
c

そ
れ
で
も
息
を
つ

く
に
は
差
支
へ
な
い
の
で
不
安
認
に
:

体

い
で
居
た
が
仲
間
が
念
に
騒

ぎ
出
す
の
で
使
も
後
に
つ
い
て
:

体

い
'
だ

。 :

何
時
も
同
じ
と
こ
ろ
を
ク

ル

ぐ
理
て
お
る
の
で
サ

テ
ハ
受
卵
器
と
か
へ
入
れ
ら
れ
た
の
'
だ
と

氣
が
付
い
た

。と
も
う
生
き
て
い
る
の
も
長
く
な
い
と
感
じ
た

。一

1--
飛
び
出
し
て
ゃ
ろ
う
か
な
等
と
思
ふ
て
居
る
中
に
ま
た
掬
ひ
上
け

ら
れ
た

。今
度
は
木
総
の
上
に

一一一一に
--l-
か
r
-
J--;
れ
後
半
身
を
斑
く
一柳
:

（

っ
け
ら
れ
た
c

漢
-llf
け
ば
一益
々
〆
つ
け
ら
れ
る

。漸
く
愈
合
し
た
腹

の
傷
が
ま
た
開
く
機
に
感
ず

る
の
も
ァ
キ

一r・一， ・一一，た
o

大
き
く
ァ
ク

ビ

が
出
た
の
で
愈
々
最
後
か
と
思
ふ
内
パ

チ
ン

と
頭
に
金
屬
性
の
ェ
ラ

ィ
題
い
音
が
密
い
て
氣
が
違
く
な
っ
た

。
そ
'
-

．

．
t～
か
ら
何
時
間
か
何
日

か
經
つ
た
ろ
う

。フ
ト

顧
め
る
と
左
の
鵬
蓋
が
ッ
キ

く
-llf
む

一つ

深
呼
吸
を
ゃ
っ
て
見
た
が
左
の
方
の
水
の
出
方
が
何
と
も
言
〈
'
ぬ
變

で
あ
る
o

理
益
か
な
い
と
思
ふ
と
一頭
の
悪
い
供
で
も
切
ら
れ
た
!
と

直
感
し
た

。
生
れ
も
っ
か
ぬ
片
輪
と
な
つ
た

。ィ
ャ
さ
れ
た
の
だ
と

思
へ
ば
人
間
は
方
物
の
一aa
長
な
ど
と
成
張
て
資
に
勝
手
な
事
を
す
る

も
の
と
思
ふ
た

。
斯
ん
な
書
を
興
〈
'

る
位
な
ら
和
經
系
統
の
出
來
な

い
卵
の
時
代
に
躍
演
に
す
る
な
り
煮
る
な
り
し
て
暗
か
ら
暗
に
葬
て

一一美
れ
た
ら
ど
れ
程
功
德
に
な
っ
た
か
知
れ
な
い

。人
工
解
化
な
ん
て

美
名
の
F
に
非
道
を
や

る
も
の
と
根
め
し
い
o

尤
も
人
間
自
身
も
子

供
を
産
み
過
ぎ
て
食
は
せ
ら
れ
な
い
た
あ
子
供

丈
け
産
ま
な
い
機
に
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君
が
躍
一益
が
な
い
の
と
同
様
体
の
色
素
の
成
物
が
無
い

一
種
0

）片輪

だ
ょ

。然
し
器
開
は
欠
け
て
一
ば
居
ら
ぬ

．一と
赤
い
限
を

，
ー

イ

て
張
辨

し
た
o

ィ
ャ

に
高
e一-aな
奴
だ
と
E
-

:
-

・，一一た
が
明
く
る
日
に
川
即
の
面
に

な
っ
た
と
間
い
て
可
i
0
-一想
で
も
あ
つ
た

。

「ォ
ィ
も
う
海
'た
よ
鹽
辛
く
な
る
か
ら
要
心
せ
海
は
有
名
な
ォ
コ
ー

ツ
ク
:一g
-
． 一と
ラ
ゥ

ド
ス
ピ
ー
ヵ
が
鳴
る
の
で
心
も
勇
み
立
つ
た
o

大

勢
の
先
雖
が
待
ち
合
し
て
居
て
一一一-1一
一一 :
こ
れ
か
ら
一一一一一一一一-
生
一
活

と
な
る

。

恐
ろ
し
い

:

敵
も
あ
り
ゥ
ッ
カ
リ

す
れ
ば
網
に
這
入
つ
て
出
ら
れ
な
く

な
る

。仲
間
を
離
れ

一一?，一一一一一り
岸
に
寄
ら
・一一，仲
よ
く
海
中
旅
行
を
ゃ
る

様
に
御
動

一一一一～は
澤
山
あ
る
な
ど
と
．
-

m
．

］一一な
話
を
し
て
一一a、れ
た（

:

〉

aa
等

は
此
河
を
下
つ
た
最
後
の
爾
体
一一，～．
。今
-ll-
待
つ
て
居
た
と
も
1

一一一一:
ふ
た

。

そ
し
て
旅
行
が
終
る
時
は
再
び
此
河

，，一展
る
の
一一，一
か
ら
忘
れ
な
い
標

に
と
特
に
リ
ー
ダ

ー
が
注
意
し
た

。そ
れ
か
ら
大
勢
の
仲
間
と
共
に

北
を
指
し
て
進
ん
だ

。自
分
は
片
輪
で
も
ぁ
り
体
力
も
配
物

い
の
で
一
辞

集
o

）中央
に
在
る
機
に
常
に
氣
を
つ
け
て
進
ん
'
だ

。こ
の
旅
行
は
集

外
に
樂
で
あ
つ
た

。二
年
の
競
月
は
流
れ
た

。相
常
大
き
く
な
っ
～
J

つ
も
り
だ
が
管
は
JL;
輪
0

）チ
ビ
と
冷
か
す
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
供
は
普

通
よ
り
は
小
r
'e--;
い
か
も
知
れ
ぬ

。三
年
目
の
夏
頃
か
ら
食
慾
が
無
く

な
つ
た

。そ
し
て
何
と
な
く
氣
が
ィ
ラ
/，

、するo
仲
一E
の
中
で
も

l
:

:
先
の
国
い
復
の
1li-
線
の
な
だ
ら
か
な
奴
の
側
に
ば
か
り
居
た
い
氣

が
す
る

。こ
ん
な
奴
は
比
較
的
ヤ

サ
シ
イ

標
'
だ

。唯
自
分
は
片
輪
で

あ
る
と
言
ふ
意
識
が
自
ら
一一一・9- l・
下
せ
し
む
る

。然
し
顔
の
皮
を
厚
く

し
標
即
産
兒
制
限
を
ゃ

る
と
か
何
と
か
騷
ぐ
時
代
だ
か
ら
吾
々
下
等

動
物
を
病
い
目
に
會
は
す
こ
と
は
何
で
も
あ
る
ま
い
o

ル
ー

:
:

輪
に
成
つ
て
は
仕
方
な
い

。何
れ
に
し
て
も
先
づ
生
く
る
こ
と

が
必
要
一一，一と
そ
こ
ら
を
見
型
せ
ば
居
る
ヮ
居
る
一:
，片
輪
の
連
中
が

。

然
し
中
に
は
風
變
り
の
奴
も
混
し
て
居
る
o

右
降
一一一一一一
-a
蓋
の
な
い
者

、
半

分
と
れ
た
も
の
縦
の
傷
丈
け
で
フ
ラ

く
端
が
残
つ
て
ぉ
る
者
も
ぁ

る
一

。一…一一一に
角

一
同
が
片
輪
で
あ
つ
て
見
れ
ば
何
も
供
ば
か
ll;
）悲
觀
す

る
必
要
が
な
い
と
幾
分
氣
が
張
く
な
つ
た
o

二
三
日
經
つ・
と
-llf
み
も

無
く
な
つ
た

。お
腹
，
-o
・一一一一一い
て
來
た
の
で
時
々
水
面
に
パ
ラ
撒
か
る

4
堅
い
一賣
色
い
粉
一一一一一一〈一一一一一一っ
て
見
た
が
ど
う
も
拙
い

。と
言
ふ
て
ゥ
マ

ィ
物
も
な
い
の
で
大
に
パ

ク

付
い
た
ら
忽
ち
胃
-15
を
壊
は
し
て
了
ま

っ
た

。
常
分
紹
〈
-

-
:

1一額
法
を
や

る
必
要
あ
る
の
で

一塔順
を
我
性
し
て
ぉ

る
と
或
期
に
体
が
下
の
方
〈
'

吸
ひ
取
ら
れ
て
小
川
に
出
た

。更
に
下

つ
て
行
く
と
廣
い
川
に
出
た

。此
所
は
美
し
い
漢
も
あ
り
石
も
あ
り

ウ
マ

ィ

一一一--も
澤
山
あ
り
水
は
一絶
（
-

・

ず
流
れ
て
お
-l

）資に
m
1一天
地
と
思

ふ
た

。間
も
な
く

「逃
-
ろ

く
」と

:

伸
間
が
騒
く
の
で
何
か
超
つ
た

か
と
下
の
方
を
見
る
と
恐
ろ
し
い
大
き
な
口
が

一a
-一一に
し
ゃ
う
と
や

つ
て
來
た
o

出
嗟
に
名
集
も
浮
ば
・
ず

底
の
大
石
の
横
に
ビ
タ
リ

と
体

を
寄
せ
て
念
佛
を
9
9
:

へ
た

。頭
の
上
を
自
い
も
の
が
ス

ー
ッ
と
通
て

行
つ
て
騒
一
も
靜
ま
つ
た
の
で

一
安
心
し
た

。間
け
ば
ァ
・・

'一一，
マ

ス

と
言

ふ
悪

一一aが
ゃ

つ
て
來
た
の
で
五
六
人

一
し
よ
に
一一一一一ま
れ
た
そ
:
）にo

こ
れ
で
は
樂
天
地
で
も
な
い
-
-

n

く
し
て
居
ら
れ
な
い
と

一一、一aふ
た

し
て

一
し
よ
に
:

体

ぎ
理
て
見
様

。そ
れ
か
ら
は
資
に
愉
快
な
旅
行
で

あ
つ
た

。殊
に
特
に
仲
の
よ
い
奴
が

一
人
出
來
た
の
で
こ
れ
と
は
常

に
離
れ
'
ず

に

一店
た
が
成
日

一
尾
の
小
錬
を
見
付
け
た
の
で
二
人
で
之

を
追
ひ
ま
く
つ
て
見
た

。漸
く
奴
が
喰
は
〈
'
た
の
で
半
分
順
央

れ
る
の

か
と
思
ふ

た
ら
獨
で
べ
ロ
リ
e一一一:ん
で

「仲
間
か
ら
ハ
グ
レ

て
は
大
變

だ
早
く
一M
?

り
ま
し
ゃ
う

」と
ど
ん

ぐ
行
く

。こ
れ
に
は
大
に
一，小・一一一

で
あ
つ
た
が
後
に
つ
い
て

一
生
懸
命
:

旅

い
で
行
つ
た
が
間
も
な
く
風

が
預
水
く
が
烈
し
く
動
く
の
で
遂
こ
れ
に
乘

つ
て
行
く
と
こ
ろ
．ま
で

行
け
と
成
行
に
委
し
た

。数
日

經
つ
た
ら
海
も
靜
に
な
つ
た
の
で
:

-
:

間
が
集
ま
つ
た
が
例
の
一一一一はも
-l

:

目

一一一S一な
か
つ
た

。水
が
甘
く
な
つ

た
と
思
，」一と
間
も
な
く
受
難
の
河
に
來
て
居
た

。然
し
三
年
前

の
河

で
は
な
か
つ
た

。水
量
も
多
い
し
時
々
網
が
上
流
か
ら
ゃ

つ
て
來
る

そ
れ
で
も
一一一一は:
言
と
異
つ
て
一一一，氣
に
な
っ
て
上
流
〈-

急
い
だ

。勿
論

集
し
・0
-

-一一も出
來
た
よ

。

ィ
ャ
と
言
ふ

程
吻
端
が
実
・一0
r
-一一一一9
つ
た
と
思
ふ
た
ら
こ
れ
は
ど
う
し

た
事
だ

。
グ
ー
と
水
か
ら
上
一-
:一
ら
れ
て
次
に
パ
タ
ン

と
板
に
打
ち
つ

け
ら
れ
眞
倒
に
一一一 :ハ
の
様
な
所
〈-

、一」り
込
ん
で
了
ま
っ
た

。居
る

く

美
し
・一一一一一異
性
が

。然
し
何
れ
も
供
よ
り--
'大
き
い
奴
ば
か
り

。皆
は
，1一-

ロ

く
供
の
左
0

）l-l3・一:一見て
ぉ
る
に
は
氣
が
ヒ
ケ

た
o

然
し
狹
い
と

こ
ろ
に
大
勢
入
れ
ら
れ
て
あ
る
か
ら

、
イ
ャ

で
-o

膚
が
ス
リ
合
ふ

の

が
幸
滿
'
だ

。そ
し
て
底
の
木
の
格
子
の
間
か
ら
美
し
い
砂
利
が
チ
ラ

・
、するの
が
見
ゆ

る
の
で
皆
は
如
何
に
モ
ド
力

シ
ク

感
じ
た
こ
と

の
で
な
る

一一一
-:
漢
い
岸
を
傳
つ
て
下
〈
，
移
つ
て
行
つ
た

。一ケ
月
も

經
た
ろ
う
か
少
し
は
自
分
な
が
ら
張
く
な
つ
た
構
な
氣
が
す
る
が
依

然
と
し
て
部

一流
の
欠
損
が
呼
吸
を
す
る
に
ゥ
マ

ク

な
い

。そ
れ
に
片

輪
の
仲
間
は
自
分

一
人
に
な
つ
て
了
ま
っ
た

。「お
前
の
親
は
實
に
馬

鹿
た
ネ

そ
ん
な
と
こ
ろ
を
::
-

:一輪
に
し
て
一一一一一一fむ
な
ん
て

」と
冷
か
す
者

が
ぁ
る
の
で

「こ
れ
は
人
間
の
ぉ
か
け
だ

」と
言
ふ

て
ゃ

つ
た
c

「人
間

と
言
〈
'

ば
昨
日
使
は
網
で
掬
は
れ
た
が
ど
う
も
性
し
い
と
思
ふ

た
の

で
急
い
で
逃
-
:一出
し
た
が
要
心
せ
ね
ば
な
ら
な
い
，一と
或
伸
間
が
シ

ぐ
言
ふ

て
居
た
o

無
i

城
話
を
し
て
下
つ
て
行
く
と
念
に
變
に
率

い
酸
い
水
に
出
會
は
し
た

。一
同
一
變
な
顔
を
見
合
し
た
が
左
の
1lla
を

ム

キ

出
し
て
お
る
僕
は
到
底
堪
〈
，
切
れ
な
い
程
シ
ム

の
で
無
中
に
な

つ
て
深
い
方
へ
挑
一一一:一出
し
た

。十
四
五
間
も
押
し
流
さ
れ
て
向
ふ
岸

へ
渡
つ
た
ら
体
が
金
網
へ
ビ
タ

リ

と
吸
ひ
付
け
ら
れ
て
動
A一一一が
と
れ

な
い

。何
が
何
ん

一．一か解
ら
な
い
が
金
綱
の
下
の
方
は
細
い
猫
に
な

っ
て
ぉ
る
o

一
時
間
も
經
つ
と
連
よ
く
金
網
一n．，
を
引
き
上
け
て
僕
を

m
き
ぉ
と
し
て
異
れ
た
の
で
戻
ろ
か
進
む
か

一一一:一迷
つ
た
が
-ll-
際
知

ら
ぬ
所
（
-

は
行
か
な
い
方
が
よ
か
ら
う
と
思
ふ
て
全
馬
力
を
か
け
て

本
流
（
-

突
進
し
た

。
後
で
聞
い
た
が

「一一一一はそ
の
・一一r6-
・・一一薄
一一一一-
下
つ
て

行
か
う
-o

の
な
ら
水
S

，
-

這
入
り
込
ん
で
お
陀
佛
と
な
る
の
一 :

「一よ
Jl-

輪
の
ク
セ

に
運
観
い
一一一一一一一一一
」と
先
装
・

が
言
ふ

一・，・一一一一～れ
た
o

本
流
に
出

た
ら
十
五
六
人
連
の
仲
間
と
會
つ
た

。一人
体
の
白
い
毛
廣
見
た
い

な
奴
が
居
る
の
で
話
を
し
か
け
た
ら
流
一一一W
な
我
-

の
言
葉
で

「供
は

二
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で
あ
ろ
う

。一架
し
さ
は

一
夜
の
夢
で
あ
つ
た

。こ
れ
か
ら
先
は
言
ふ

に

，忍，-
」な
い
と
こ
ろ

一． 一。一等
一朝
は
性
逆
の
'船

が
切
つ
て
落
さ
れ
た

。

大
勢
と
共
に
:一洲
ひ
上
ら
れ
成
者
は
頭
を
機
ら
れ
た

。美
し
い
異
性
は

違
ー

一一m一一な
く

腹
を
裂
か
れ
た

。阿
一一界一一一一，喚
の
血
な
4
6

ぐ
一、e---
い
数
時
間
が

經
つ
た

。供
は
尾
掘
を
据
ら
れ
た

。「標
識
魚
'

た

。根
室
で
放
し
た
の

か
o

よ
く
切
れ
て
は
居
る
が
こ
れ
で
活
て
一一 :一一 :られ
た
の
か
ナ

」こ
の

傷
は
そ
ん
な
古
い
も
の
で
な
い
よ

。途
中
で
何
か
の
た
め・
に
喰
ひ
と

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か

」「一一一一［-に
角
小
さ
い
ナ

。三
年
・a
……一と
し
て
も
小

さ
い

。体
長

一一一八
二
，一、--
1

n一方
百
五
十
・一一一一」「こ
の
国鯉
で
は
呼
吸
が
完
全

で
な
い
か
ら
大
き
く
は
な
れ
な
い
よ

」
「こ
ん
な
奴
の
自
子
は
使
ふ

ナ

」と
土
間
に
MrJ
き
っ
け
ら
れ
た

。片
輪
者
の
一一一一一一一一一一
。一，そ
れ
も
ぉ
前

選
が
一解
一
手
に
作
た
の
で
は
な
い
か

。大
き
く
な
れ
な
い
様
に
は
ぉ
前

達
が
し
た
の

一．一oオ
レ

に
何
の
罪
が
ぁ
る
o

」と
大
に
マ

ク
シ

た
て
ゃ

-;
，と
氣
が
ァ
セ

ツ
た
が
喉
が
乾
い
て
口
を
ハ
ク

く
さ
す
る
ば
か
り

;--
た
据
り
一一m・re
れ
た
と
思
ふ

た
ら
狭
い
箱
に
入
れ
ら
れ
た
o

相
か
ナ

と
思
ふ

た
の
一ol
）一
匯
間
で
あ
つ
た

。
目
'i
9一、口
、
皮
膚
に
異
標
の
も

の
が
シ
・-

て
來
た

。一
，普
し
ぃ
ツ
ー

一
と

。一一一操
機
い
た
な
り
氣
が
進
く
な

つ
た

。（終
）

海

外

事

報

る

。都
て
此
の
「タ
ン

ク

」を
上
流
に
連
ぶ
に
は
先
づ
魚
の
入
口
一一一一 :

避

し
て
水
-

を
一一1
タ
．
ン

ク

」よ
り
総
れ
ぬ
標
に
し
て
置
き
'
此
れ
を
最
初
鐵

索
に
よ
つ
て
上
方
に
総
い
て
'
'理
現
の
上
ま
で
揚
け

、
然
る
後
別
に

設
け
て
あ
る

「レ
ー
ル

」に
附
屬
せ
る
滑
車
に
釣
り
て

」u鞋
を
越
し
て

之
れ
を
上
流
へ
通
び
角
を
放
流
す
る
の
で
あ
る
o

此
の
操
作
は
總
て

電
力
に
よ
っ
て
自
働
的
--
時
間
を
定
め
て
線
返
す
の
で
あ
つ
て
'
．aM一

を
入
れ
る
こ
と
よ
り
上
流
に
連
ん
で
放
流
す
る
ま
で
全
く
人
力
を
必

要
と
し
な
い
と
云
ふ
事
で
あ
る

。

若

紅

館

の
來

游

昨
年
ヵ
ナ
ダ

の
大
一一一-．一一一一 :-一一・ :
な
る

利
・
サ

外

引
及

引

1
'サ

I
河
に
一着
い
紅

館
の
大
一和
が
來
游
し
て
科
學
者
の
注
意
を
喚
起

し
た
o

到
．引
州

，

引
所
在
の
太
平
洋
生
物

學
研
究
所
のa
プ

引
-

'シ
ー il

・，，・一一:一一，，-
，
、一ス
博
士
は
調
査
の
結
果

河
中
の

「エ
レ

べ
1
タ
I
」

最
近
英
國
に
於
て

「エ
レ

一一一
I
タ

ー

」に
よ
つ
て
遡
河
魚
族
を
增
境

下
流
か
ら
上
流
に
連
ぶ
と
一'・一一・，-
．

顔
る
新
規
な
考
集
が
ゥ
ェ
ル
ソ
ン

'

f
f・
-

引
と
一一K
ふ
人
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
た
・
此
の

方
法
に
よ
る
と
き
は
從
來

一
般
に
行
は
れ
っ一
・・・・一一一の
る
，n一
務
一
に
よ
っ
て

は
列
底
越
す
事
が
出
來
ぬ
と
云
ふ
様
な
高
さ
の
堰
提
で
も
容
易
に
魚

族
を
通
過
さ
:

-
～
-

一
る
事
か
出
來
る
と
一
，一ふ
の
で
あ
つ
て
，
其
の
考
集
の

要
領
は

一
個
の
1

，タ
ン

ク

」を
作
り
，
之
れ
に
下
流
に
於
て
'
上
流
に

遡
上
せ
し
む
べ
・一一一一一魚
族
を
誘
い
入
れ
'
然
る
後
此
の
一
，タ
ン

ク

，一を
電

力
．

に
よ
つ
て
上
に
総
?
一一一一上
け
之
れ
を
嘔
提
上
流
に
運
ん
で
魚
を
放
流

す
る
と
一，-
，」一一所
調
河
中
の

「エ
レ

一一
1
タ

I

」と
も
稱
す
べ
・
さ
も
の
で

あ
る
o

ァ
ー
ム

ス
一一・・，
，，'，・・
一氏
の
顧
問
技
師

模
型
を
作
つ
た

、
此
の
模
型
は

「タ
ン

ク

」の
深
さ
二
一一八
、
範
約
二
百

尾
を
容
れ
る
大
さ
の
も
の
で
あ
つ
て

、
横
腹
に
魚
の
入
口
が
設
け
て

あ
る

。此
の
入
ロ
は
筌
の
口
の
様
な
仕
掛
で

一
=一人
つ
た
魚
は
再
び

迷
れ
出
る
事
が
出
來
ぬ
標
に
な
つ'
て
居
る

。尚
此
の

「タ
ン

ク

」に
は

鐵
管
に
ょ
つ
て
上
流
か
ら
水
・一M-
i一a一一・◆一一一一入

れ
る
機
に
装
置
し
て
あ
つ
て

此
の
水
に
よ
つ
て

「タ
ン

ク

」中
に
一Sh
、・一一一誘い
入
れ
機
と
云
う
の
で
あ

を
次
の
様
に
發
表
し
た

。

ス

一一'-一
ィ
フ
ト

シ
ュ
ー
ァ

'パ
ン

ク

で
扣
渡
し
た
六
尾
は
、年
一前 i

三
年

で

一
ク
年
は
淡
水
生
活
を
雷
ん
だ
も
の
で
あ
る

。雄
は
五
尾
で
難
は

一
尾
で
あ
つ
た

。'】一一̂- '
=
，，，，
・一，，で
補
渡
し
た
四
尾
も
又
總
て
三
年
角
で
雄

の
み
で
あ
っ
た

。

利
河
下
流
で
術
獲
し
た
四
尾
は
雄
三
尾

雌

一
尾
で

、
職

一の
年
輪
が
明
か
で
な
か
つ
た
が
此
れ
又
三
一一 :

r・一一n一一と
認

め
ら
れ
た

、
尚
來
游
角
の
平
均
重
Ma一
は
二
封
度
;・Lォ
ン

ス

乃
至
三
:ll-

度
十
二
オ
ン

ス

（三
一・一日
」一一一一～ ::一至
四
-f
五
・一，-一一）で
あ
っ
た

。來
游
の
原

因
は
全
く
不
明
で
あ
る
と

。

因
に
．
-一一一能
の
一
般
に
:一一一…一一 :に
來
游
す
る
年
令
は
四
年
以
上
で
あ
る

和
菜
糖
工
場
廢
液
の
河
水
汚
毒

一
昨
年
の
暮
か
ら
昨
年
の
赤
に
直
つ
て

、
英
囲
東

a
引

川
に
於
て
甜

一菜
糖
工
場
の
下
流
数

一一一の間
に
一旦
つ
て
無
数
の
魚
族
が

斃
死
し
た

。魚
の
種
類
は

「う
ぐ
ひ

」、「は
ゃ

」'鍾
等
で
あ
つ
た

。

此
の
原
因
に
就
て
近
着
の
雜
誌
の
報
・
ず
る
所
に
よ
る
と

、
適
内
甜

菜
糖
工
場
の
そ
れ
の
如
く
一亞一一E
酸
等
の
化
學
成
分
に
よ
る
も
の
で
な

く
産
液
中
に
含
有
せ
ら
れ
る
有
機
質
が
河
水
中
に
て
願
酵
・

す
る
爲
に

よ
つ
た
も
の
で
あ
る
と
一f
ふ
事
で
あ
る

。

:

此
の
1-
場
の
廢
液
は
最
初
大
沈
搬
池
に
一一一一一一・一一一一一入
れ
て
充
分
沈
、組
を

行
つ
た
後
河
水
中
に
放
出
す
る
の
で
あ
る
が

、
放
出
後
に
於
て
も
尚

一
五



多
量
の
細
か
・
さ
糸
階
献
の
物
質
が
浮
ん
で
居
る

。此
の
系
暗
銀
の
も

の
を
顯
微
鏡
下
に
検
ず
る
と
大
部
分
は
甜
菜
糖
根
の
細
胞
膜
で
あ
つ

て

、
織
維
素

、 :

相
物
腥
質
'
一一一一一r一一一配
素
物
か
ら
成
つ
て
居
る

。此
の
線

維
素
が
細
蘭
の
作
用
に
よ
つ
て
一
翻
醉
し
'
此
の
際
河
水
中
よ
り
溶
解

せ
る
酸
素
を
取
り
'
爲
め
に
河
水
中
に
酸
素
缺

乏
し
て
魚
類
を
望
息

発
死
せ
し
む
る
に
一一・一」つ
た
も
の
で
あ
'る
と
云
ふ
事
で
あ
る

。

識
維
一索
が
河
水
中
に
て
脇
降
す
る
に
は
初
め
溶
解
酸
素
を
取
つ
て

術
商
糖
に
整
じ
更
に
各
種
の
有
機
酸
並
に

「'一一一，
タ
ン

」'
二
酸
化
炭
素

等
の
一見
斯
を
生
成
す
る
'
從
て
河
水
は
酸
素
を
著
し
く
減
」一一1
，る
と
共

に
有
一一一一一一な
る
一--一
斯
を
も
生
じ

、
新
く
し
て
魚
族
の
生
活
に
は
極
め
て

不
適
営
な
一
，（一一一一一M態
に
變
ず
る
に

至
つ
た
も
の
で
あ
る
と
e

尚
度
液
の

影
顯
W

す
る
河
床
は
違
く
数

一一一に一旦
つ
て
識
維
素
の
中
間
分
解
物
其
の

他
に
よ
っ
て
被
れ
眞
黑
に
變
じ

、一 :

n一類
の
樓
息
は
勿
論

、
相
物
の
發

生
も
全
く
困
難
な

，一一一一一m一態
に
立
至
つ
た
と
一'-
，一事で
あ
る

。

一六

で
'
館
の
解
化
を
營
む
爲
に
設
備
の
餘
一一W
少
く
な
つ
た
の
で
、
道

」
-a

の
許
可
を
得
て
農
林
省
水
産
局
の
斡
旋
に
よ
り
'
之
れ
を
滋
賀
縣
に

四
十
五
万
粒
'
-一收
一見
・
縣
に
五
十
万
粒

、
排
馬
縣
に
二
十
八
万
粒
を
十

一
月
中
に
分
護
し
た

、
卵
の
假
格
は

一
万
粒
に
付
き
八
回
な
り
と
o

尚
同
解
化
場
よ
り
一解
養
殖
を
番
一一 :-・
登
別
温
泉
赤
阪
準
吉
及
上
川
部

上
川
村
一一一一E一登
一吉
の
兩
氏
に
對
し
て
も
節
卵
三
一力
粒
・一一邦
を
分
議
し
た

鱒
及
．

樺
太
鱒
卵
無
償
配
付

雜

報

朱
太
解
化
場
産
一解
（櫻
館

）卵
滋
賀
外

二
縣
に
移
す

．

朱
・一一一一解
化
場
で
は
本
年
聽
親
魚
一
前
一塑
多

か

つ
た

の
で

、
三
--

四
十

六
万
五
千
二
一一 :

:一一--
-一と
云
ふ
豫
期
以
-:
に
多
數
操
卵
を
な
し
た
の

道
聽
で
は
本
年
度
一西

一別
孵
化
場
で
採
卵
し
た
館
卵
の
内
四
十
万
け

を
三
石
漁
業
組
合
に
'
十
万

:一一一宛
を
一顧
館
市
並
に
月
寒
歩
兵
第
二
十

五
聯
除
に
對
し
そ
れ
，，-1
，， 一
れ
無
値
配
付
を
し
た

。三
石
漁
業
組
合
で
は

之
れ
を
三
石
解
化
場
に
收
容
し
'
解
化
し
た

‘o
の
は
三
石
川
に
放
流

し

一
部
は
過
般
築
造
し
た
解
養
角
池
に
:

政
一一一一n
し
て
池
中
養
成
を
試
み

る
と
一一一一，一事で
あ
る

。又
面
館
市
に
配
付
し
た
も
の
は
同
市
水
這
水

源
池
に
放
養
し
て
此
の
水
面
の
利
用
に
資
す
計
劃
で
あ
る

。又
」一一一兵

二
十
-
::一聯
除
で
は
島
松
練
兵
場
内
に
養
角
池
を
設
け
て
此
れ
を
養
成

し
軍
除
内
に
水
産
思
想
を
鼓
吹
す
る
と
同
時
に
新
鮮
な
る
集
養
食
品

の
自
給
を
計
ら
う
と
云
ふ

事
に
あ
る

。一一一一，隊
内
の
養
魚
計
一劉
は
將
に

之
れ
本
邦
最
初
の
試
で

あ
ろ
う

。

次
に
配
付
し
た
萍
大
一解
は
留
別
解
化
場
で
採
卯
し
た
も
0

）で
あ
つ

て

、
本
年
度
は
擇
提
一
帶
に
館
・一一一一一前
の
一
豐
漁
で
あ
つ
た
爲
め

、
同
解

化
場
で
も
成
績
願
く
良
く
三
千
五
百
;・L十
六
万
一五
千
粒
と
云
ふ
多
数

の
採
卵
を
な
し
た
の
で
、
本
年
不
漁
で
あ
つ
た
根
室

:a

購
養
殖
水
産

組
合
所
屬
の
解
化
場
で
--l-
る

一一細日
'
伊
菜
仁

、
標
津
の
各
解
化
場
に

二
百
万

整
地

計
六
百
万
粒
を
無
償
配
付
し
た

。

街
留
別
解
化
場
で
は
先
般
富
山
縣
水
産
講
一
管
所
に
對
し
て
十
万
一一一一

の
梓
太
解
卵
・一一一一期興
し
た
と
云
-;
事
で
あ
る

。

孵
化
場
鮭
總
一親
魚
捕
獲
採
卵
般
、況

容
年
十
月
及
十

一
月
中
に
於
け
る
道
内
解
化
場
の

:

t
i一親
一一n
、一理
換

一一W一

十
万
九
千
百
四
十
尾
'
採
卵
数

一
値
五
一自
四
十

三
i

力

五
千
八
百
五
十

故
本
年
度
事
一業
開
始
以
來
o
、累計
は
術
獲
数
十

一
万
百
六
十
七
尾

、

採
卵
数

一
億
五
百
八
十
八
万
八
千
三
百
五
十
粒
に
し
て
'
之
れ
を
前

年
同
期
に
:
-一一一す
れ
ば

、
尾
数
に
於
て
七
千
;・L百
二
十
八
尾
'
卵
数
に

於
て
三
千
六
百
十
五
万
五
千
三
百
二
十
粒
を
一一一一・一一一一用 :一加
し
成
績
良
好

な
りり
っ

次
に
解
の
親
一一一M補
獲
'
並
に
標

」-
lP
は
各
解
化
一場
共
に
十
月
を
以
て

終
T
せ
り

、
同
月
中
の
親
角
一
術
一塑
數
は
五
万
三
千
八
--
八
十
二
尾
'

採
卵
数
は
三
千
三
百
十
・

"
:

-
l
::
-
-

・一ル千
五
百
粒
に
し
て

，0一一n l一開
始
以
來
の

果
計
十
四
万
六
千
六
一-m
八
十
一
五
尾
'
九
千
三
一自
五
十
三
万
八
千
六
百

粒
に
上
り

、
適
内
館
解
化
事
業
創
始
以
來
の
最
高
記

，難
な
り

。尚
前

年
同
期
に
比
れ
す
ば
術
渡
尾
數

一
万
八
千
八
百
五
十

二
尾
'
採
卵
数

四
千

三
百
六
十
;・L万
;・L千
八
百
五
十
位
を

一m一一一一 :一加
せ
り

。

姫
鱒
及
紅

解
の
親
魚
沛
渡
採
卵
も
又
十
月
よ
り
開
始
せ
り
、
姫
一
廳

の
採
卵
は
親
魚
に
卵
一果
萎
縮
病
發
生
の
爲
成
續
不
良
に
し
て
十
月
及

十

一=
:・
を
合
せ
て
僅
に
一自
三
十
六
万
四
千

三
百

粒
を
得
た
る
に
過
ぎ

ず

。紅
-S
は
二
千
三
百
十
二
万
八
千

:一一一一一一一一採
卵
し
'前
年
同
期
に
比
し

八
百
七
十
万
八
千
位
を
增
加
せ
り

。
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號 - 第 卷 二 第

本
年

一一一一第
一期
能
漁
獲
高
は

一
二
'四
二
;・L石
に
し
て
前
年
同
期

に
比
す
れ
ば
八
、二

一
六
石
の
一a一一收
と
な
り
、尚
大
正
十
三
年
よ
り
昭

和
三
年
に

一一一・一一る
五
ク
年
間
の
同
期
一、一・:
期

漁

一M-一高
に
對
比
す
る
に

二
'

七
五
〇
石
の
增
收
な
り

。次
に
第
二
期
漁
一一m一高
は
二
万

一
千
五
百
六

十
六
石
に
し
て

、
前
年
同
時
に
比
し
-llL
千
四
十

九
石
の
增
收
な
る
-
o

大
正
十
三
年
よ
り
昭
和
三
年
に
至
る
五
ヶ
年
間
の
同
期
平
均
漁
獲
高

に
比
す
る
に
二
千
二
-f
三
十
石
の
減
收
な
り

。

文

一

」年-
渡
1
一

前

年

，度

1一I
對
-

比

△

減

廳

第

一

「「「一-第一
「

石

持

・一一一一K

一一一画
一

・一一（）一一一

一一r一一a

き

一実

後

志

一ハ一一一

一
天--

^
-

一大

一
置

'一一．一一

一0
一一一

昭
和
四
年
度
第

一
期
（
認
・r一リ
九
月
來
進

）

及
第
二
期
（十
月
中

）鮭
漁
獲
高

最
近

一

lllf
計

一

一一一一一J
ぺ

ツ
一

三

、0一
月

一一一、一ハ'-一一一一一一表一一
j

l
i

i一一1

「，一一一一一
一一
．一一一一一一
一一一、、

一一0t一
t

一
、量
一一一

ル

、

一一一
一'一
、

一一一、'．一ハ〈
0

、

一一一
、目

一、

/一、

一一ル'三0
0
一一

一
、一一一一一、u言
一

量
、三
・一一、0
0
0
一

一一一
、一一一、一一一
一一
、七一一n
、

一一一、一一一一一（一、
△

△

一
、美
一、

（、・一一（）一一一、

及

十

十

月

月

計

一
、一一、一一一、

捕

獲
一mn

t

一0
、一一査
探

卵
一一
、一一一一一

o ' 採

同

姫
-a
及
紅
-E
親
魚
捕
獲
採
卵
表
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一一

第

一

期

一

l
:
:-
一

一一、一一実
一

一
0

、一一
六

三
、0一一四

一0
、・一ハ
．一一一一一養

一一、 i-一一一・一一
--l5

二

會

報

豊
平
川
一親
魚
捕
獲
驗
試
經
過

前
號
所
報
の
如
く
本
一脇
會
に

於
て
は

一M．平川
難
親
・一n一一理
換
試
驗
に

一開
し
千
歳
解
化
場
の
委
託
を
受
け
九
月
:
-
:
--

五
日
よ
り
之
れ
に
從
事
中

の
處

、成

．
續
比
較
的
良
好
に
し
て
相
常
多
数
に
神
塑
及
採
卵
を
な
し

た
り

。十
一
月
末
迄
の
'

一一M况
左
表
の
如
し

、
尚
・
十

二
月
に
入
り
て
も

之
れ
を
經
績
せ
る
も
編
構（0
都
合
上
其
の
成
續
は
次
號
に
護
る
こ
と

i
せ
り
o

月

次

一
-ll0

接

數

一

使

用

數

一
操
卵

數

十 十 九

計

計 計 計

用
一

械

一一一一'7
-

一一0
、00
0

一一一一田-
-
、00
0

蕃
一

差
、oo
o

年

次

大
正
一1'
三
年

同

十
四
年

昭
和
元

年

同

二

年

同

三

年

平

均

期、
・ :-
一大
0

一三

一一・一一、量
一一

一一一r
c
）-
-一一

一一一一、f一・一一・一一
一一一
、一一一一一

一一一一・一一・一～一ハ

野
付
村
漁
業
組
合

、
細
定
漁
業
組
合
及
大
沼
漁
業
組
合

の
四
組
合
で

あ
つ
て

、一融
卵
の
移
旅
は
網
走
湖
よ
り
洞
爺
湖
'
阿
寒
湖

、
大
沼
に

各
四
一-r
八
十
万
粒
、
北
見
國
究
沼
に
三
百
二
十
万
粒
で
あ
つ
た

。因

に
大
沼
は
一一一一一和
二
年
三
年
の
兩
年
に
直
り
て
細
走
湖
よ
り
-af
印
．

一
千

三
十
一五
万
粒
を
移
殖
し
た
の
で
あ
つ
た
が
非
常
に
良
好
に
器

一加一し
て

本
年
地
一一ル
に
於
て
二
千
面
七
十
一力
粒
S
'

採
卵
を
な
す
事
が
出
來
た

。

米
國
産

「ク
ラ
ッ
ピ
ー

」:專
菜
沼
に
移
殖

既
報

、
水
産
試
驗
場
で
は
北
米
合
州
一一一一-l

s

，一『一一'州

引

河
産
-

ク
ラ
ッ
ピ

I

」一
年
角
八
一自
八
十
二
尾

、
二
年
和

、二
十
尾
を
農

林
省
水
産
局
か
ら
分
設
を
受
け
て
去
る
十

月
十
三
日

-9
田
一一一一大沼
村

一一一一Xa一沼
に
移
班
し
た

。

・

ー
、

-

-
-
-

-

四
年
度
鮎
及
範
解
化
:一一一に移
一 :

用
一

本
年
度
道
内
に
於
て
鮎
解
化
事
業
を
番
み
た
る
も
の
は
'
壽
都

'

歌
薬
兩
:

掀
業
組
合

'
全
市
、漁
業
組
合
及
魔
別
川
館
館
人
工
解
化
組
合

（
0

三
で
あ
っ
て
場
ノ

川
漁
業
組
合
は
納
規
魚
不
漁
の
:a
め
休
止
す
る

の
止
む
な
き
に
一至
つ
た

。尚
木
年
度
は
館
卵
の
移

一一一をな
せ
る
も
の

は

一
ケ

所
も
無
か
つ
た

。 '

次
に
一翻
の
解
化
事
業
を
密
み
た
る
は
'
根
室
水
産
會

、
別
:一9
平
系

り
と
し
て
数
日
成
は
十
数
日
分
を

一
組
め
に
し
て
投
岡
し
た
り
隔
日

に
扣
極
し
か
の
如
く
作
成
し
て
報
告
す
る
も
の
も
あ
る
機
子
な
の
で

i
-
i
E
-

．a
:一一一一 :

-一一廳
で
は
銀
意
調
査
中
で
あ
る

。情
献
酌
量一の
餘
地
な
き
も
の

は
容
赦
な
く
解
化
事
業
取

:

締

規
則
に
依
て
處
分
す
る
方
針
ら
し
く
此

際
お
互
に
i--
意
を
拂
ひ
蓮
反
な
・
f一一一様
注
意
-ff
要
な
り

。

四
年
度
館
總
解
化
事
業
實
習
生

道
確
水
産
f課
に
於
て
は
昭
和
二
年
度
よ
り
年
力

適
内
解
化
一一一一・業
に

從
事
す

一一、
き
技
術
員
の
養
成
を
な
し
っ・
・
、一あ
り
た
る
が

、
本
年
も
一 :

-
-
-

（

左
記
五
名
を
去
る
十

二
月
十
目

よ
り
千
歳
解
化
場
に
入
場
せ
し
め
養

成
し
っ
・
、一あ
り

。

湖
一一一m部一減
測
町
大
字
湖
棚
村

杉

村

弘

故
別
部

上
-E
別
村
字
ノ
ッ
:一一一一一マ
ナ

イ

片

相

正

古

河
西
那
帶
廣
町
字
・f

べ
リ
ー一リ

g

川

llal

t
W
内
那
静
内
村
大
字
市
一一一一一村

前

国

-lt

雨
施
部
納
内
村

佐

藤

三

郎

解
化
事
業
報
告
に
開
す
る
注
意

親
角
一
前

一獲
採
卵
の
若
手
終
了

、
補
班
日
報
其
の
他
各
種
報
告
は
規

程
に
依
て
提
出
期
一一一一一明
か
に
定
め
ら
れ
て
あ
る
に
も
拘
ら
・
ず

、
玉
角

通
延
勝
で
中
に
は
全
く
報
告
し
な
い
も
の
」o
あ
る
又
日
報
を
類
維
な

本

協
會

入
會

者

氏
名

十

一
月
及
十

二
月
中
に
於
て
本
會
に
入
會
せ
る
者
の
氏
名
次
の
如

し
o

一
種

會

員

古
宇
部
泊
村
大
字
屈
株

村

屈
一一一一 :一離
魚
器
成
組
合

二

穂

會

員

古
字
部
泊
村
大
字
一E一株
村

一E一株
離
角
審
殖
組
合
長

吉
良
敬
作

同

那
同
村
大
字
同

同

解
化
場
技
術
員

瀧
擇
英
策

會

員

消

息

一

要
～

:一求
馬
一:一 :-一
根
室
支
廳
よ
り
石
狩
支
廳
に
轉
動

。

阿
部

-la…
吉
氏

一一一別解
化
場
'-一一一術
員
-
'

，
J

な
り
た
り

。

寄

贈

圖

書

水
一一一一a
新
報

、

水
政
新
聞

、

釣

人



二
四

會

告

一
、隔
和
四
年
度
會
費
納
入
方
御
願

順一 :和
四
年
・一一一一一一一一一n i
n
-一
を
な
る
べ
く
連
に
御
納
入
下
さ
る
様
會
員
各
位

に
御
願
致
し
ま
す

。

=

、寄
稿
歡
迎

本
含
は
含
員
た
る
と
一一一［一と
を
間
は
事

能
館
解
化
事
業
に
開
す
る
論

識
、
資
料

、
文
要
は
勿
論

、
會
員
諾
君
の
情
報
其
の
他
參
%
-
な
る

さ
事
項
大
小
に
開
せ
ず
御
投
-F;S
を
歡
迎
数
し
・
ま
す
c

?
-一一つ
て
御
寄

稿
を
御
願
ひ
数
し
ま
す

。（原
隔
料
と
し
て
粧
謝
を
呈
し
ま
す

）

三
'
質
疑
應
答

本
會
は
態
-ll-
孵
化
事
業
に
開
す
る
諸
種
の
質
間
に
御
容
へ
致
し
ま

す
o

御
遠
慮
な
く
御
中
出
下
さ
い
o

四

、受
托
事
務

本
會
は
能
館
解
化
事
業
に
關
す
る
各
種
の
設
計

、
鑑
定
其
の
他
願

書
類
の
作
成
の
委
託
に
應
じ
一一r6-l-
す

。科
金
は
・一一，一の
通
り
で
す
o

一
、一一器
一一一一一一一一一化場
叉
は
養
a
、池
の
設
計

陸
'一一一一人
工
解
化
場

一作
に
っ
、一一一、 i-
一十
国
以
上

一一 :一一ハ
の

他

一作
に
っ
一
'-一

十

1ll-
以
上

二
、
養
城
用
器
具
の
設
計
又
は
艦

一一一一一
一
件
に
っ
、一-J

lfi-
図
一一一一1

三
，
養
殖
用
水
族
の
一鑑
定

一件
に
っ
、き

一
国
以
上

四
'
養
殖
に
開
す
る
願
書
類
の
作
成

'

'

一
件
に
っ
-・

一回
以
上

右
の
他
資
地
調
資
を
要
す
る
場
合
は
之
れ
に
要
す
る
置
量
を
中
受

け
ま
す

。

五

'
廣
告
引
受

本
會
は
會
員
其
の
他
の
方
々
の
御
使
一一一 :一一を
計
る
目
的
を
、以
て
左
の

科
金
に
使
つ
て
廣
告
を
御
引
受
致
し
・

ま
す

。御
一0-一…，望
の
方
は
本
會
・

苑

御
中
込
下
さ
い

。

廣
告
料

1

一貝
一
回
十
国

半
頁
一
囘
五
i

国

四
分
ノ

一
頁

一
囘
二
回
五
十
錢

八
分
ノ

一
--l-
一
回
一
同
二
十

五
錢

'

一一同一一一一一一一一一版入
り
の
一場
合
は
右
料
金
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化
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係
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寫
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る
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願
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。
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